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平成21年度 自己評価書
秋田市立四ツ小屋小学校

１ 本年度の学校評価をふりかえって

昨年度同様保護者アンケート回収率９４．４%（昨年度９４．３%）と高く，保護者と協力して
教育活動を行うことができる環境にあることを実感した。アンケートの結果や自由記述，学校関
係者からのご助言等により，次年度に取り組むべき課題が明確になった。

２ 評価結果の概要

分野 評価項目 取組状況と成果・課題 評価 改善策 学校関係者評価の意見

移行期間の教育課程編成 ・校報等で数値を挙げ Ａ ・「 あ ま り 分 か ら な ・教育課程の内容はよ
年間教育計画の実施 て具体的に説明した結 い」と答えている保 く分からないが具体的

果，昨年度に比べて， 護者層（昨年度とほ 継続的に指導している
教 「よく分かる」と答え ぼ同じ割合）へ，こ 様子が見られる。
育 た保護者が増えた。教 の後のＰＴＡ（全体 ・現状に満足せず努力
課 育方針が保護者に理解 会）で繰り返し説明 してほしい。
程 されてきている。 する。
・
学 「学びの十か ・ 家 庭 学 習 に つ い て Ｂ ・ こ の 後 の Ｐ Ｔ Ａ ・きまりやルールを守
習 条」の具現化 は，職員・保護者・児 （全体会）で話題に ることについて，もっ
指 童の３者では，意識の するとともに，学級 と指導が必要である。
導 ずれが若干見られる。 懇談では，プリント ・中身を理解させる工

昨年度に比べて保護者 を配布して具体的に 夫をお願いしたい。
の評価が低くなってい 説明したり話し合い
る。意識の低下による の場を設定したりす
ものか，自己評価が厳 る。
しくなっているのか知
る必要がある。また，
言葉遣いについては，
自由記述でも取り上げ
られており，保護者同
士の話し合いが必要だ
と感じた。

分かる授業づ ・３者とも９０％を超 Ａ ・今後，さらに，子 ・理解の割合が高いの
くり え，力を付けているこ どもたちの学習意欲 は教師の努力による。

とに高い満足感をもっ を高める課題提示の ・教師集団の向上しよ
ていることがうかがえ 工夫や，一人一人の う と す る 「 力 」「 エ ネ
る。 力を伸ばす授業づく ルギー」を感じる。

りに努めていく。 ・学習することの意義
に つ い て も 教 え な が
ら，指導してほしい。

家庭学習の習 ・実施率はほぼ１００ Ａ ・家庭学習の手引き ・家庭学習はよくやら
慣化、質的向 %。 手 引 き の 配 布 ， 好 を活用して指導を継 れている。
上 例の紹介などで，質的 続する。また，学年 ・学校からの宿題プリ

向上を意識づけた。 通 信 や 掲 示 物 な ど ントは枚数が多くても
・教師の意図的な指導 で，取組を紹介し合 進んでやる。週に１～
や励ましを受け，質的 ったり，ＰＴＡ等で ２度は，国算社理の文
向上を図っていると意 話題として取り上げ 章問題プリントを出し
識している子どもが多 たりすることで，保 てもらいたい。
い。一方，家庭でのか 護者が家庭学習の意
かわりを見ると，学年 義や内容の工夫につ
が上がるにつれて子ど いての理解を深める
もに任せきりになり， 機会としていく。
内容を確認したり，取
組を励ましたりする機
会が減っていることが
うかがえる。

教育相談の実 ・長期休み前の個人面 Ａ ・子どもたちがいつ ・学校は相談しやすい
生 施 談，休み時間や給食時 でも相談できるよう 雰囲気である。
徒 間のふれあいの時間を に，学年部会や生徒 ・学校内でのトラブル
指 大 切 に し て い る こ と 指 導 部 会 を 中 心 に もなくネット上でのト
導 や，突発的な子どもの 「心のアンテナ」を ラブルもなくなってい

複雑な相談事に適切に 高くして接していけ るが，何もないわけで
対応している点が９０ る 体 制 作 り に 努 め はないので注意して見
％近い数値に表れてい る。 守ってほしい。
る。 ・計画的に，現状に合
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わ せ て 対 応 し て ほ し
い。

情報モラル教 ・ＰＴＡ総会で携帯電 Ａ ・道徳的な規範意識 ・ネットトラブルや学
育の充実 話使用に関する方針を が基本になるので， 校内の情報漏れなどコ

説明し協力を依頼して 道徳の時間を中心と ンプライアンスに注意
いる。また，情報モラ した学習をより大切 してほしい。
ル教室（５・６年対象） にする必要がある。
道徳での情報モラル学 ・専門的な知識が必
習，長期休業直前の情 要とするものもある
報モラル指導をしてき ので，今年度実施し
た 。（ Ｈ ２ １ ． １ １ ． た講習会は毎年実施
１２現在の調査）４～ する。
６年の携帯電話所持率
は１２．９％（市１２．
３％）でありルールを
決めて守っている子ど
もは８１．２％（市７
８．５％）である。４
～６年生の家庭でのイ
ンターネット使用率は
６６％であり，ルール
を決めて守っている子
どもは６３％（県小中
４６．７％）であった。
インターネットや携帯
電話についての約束事
は，高い数値で守られ
ている。

校報や各種た ・評価が９０％を超え Ａ ・このあとも定期的 ・ 地 域 に と っ て 校 報
家 よりの発行 ていて，また「目を通 に発行し，子どもた は，学校の動きが分か
庭 している」も９０％を ちの活動の様子やタ る唯一の手段である。
・ 超えていることから， イムリーな情報を提 子どもたちの姿や声が
地 学校からの通信に関心 供していくことに努 分かるようにいろいろ
域 をもっていることがう める。 な 情 報 を 載 せ て ほ し
と かがえる。 い。
の ・字の大きさが工夫さ
連 れて，読みやすくなっ
携 ている。

学校ホームペ ・ 更 新 計 画 を 作 成 し Ｂ ・定期的な更新を目 ・個人情報保護の問題
ージの更新 た。年間アクセス数（３ 指し，年度当初の計 もあると思うが，動画

月１８日現在）は６６ 画に従い，学年への 配信ができないだろう
４８件。 声掛けなどをしてい か。
・保護者からの記述に く。 ・内容が固すぎる。子
よる回答からホームペ どもたちのコーナーが
ージの充実を求める要 もっとあればよい。
望があった。

地域貢献活動 ・地域清掃や風の子感 Ａ ・児童や保護者の貢 ・充実している。この
の充実 謝週間を実施した。新 献・交流の意識は高 まま継続してほしい。

たに四ツ小屋まつりに いので今後も総合的 ・吹奏楽，スポーツ少
吹奏楽部が参加した。 な学習の時間に地域 年団とも四ツ小屋小を
・教職員と保護者・児 の 方 々 と 交 流 し た アピールし，感動を与
童の回答に隔たりがあ り，特別活動による えている。
るように思われる。保 地域清掃，ありがと ・地域の行事に子ども
護者や児童にとっては う集会などの行事を たちを参加させたい。
貢献したり交流したり 行ったりすることを ・地域の人たちを学校
している意識が高く， 継続していく。 に呼ぶだけでなく，学
教師側は「だいたいそ 校から外に発信し，地
の通り」が９０％弱と 域に活力を与えてほし
いう程度で意識に若干 い。
の弱さが見られる。 ・地域でも協力してい

きたい。学校・地域一
緒にがんばろう。

体力・運動能 ・走ろう運動などの継 Ｂ ・高学年になるにつ ・一年間計画的に実行
力の向上 続が，子どもたちの運 れ，休み時間等に運 している。

動への意欲付けになっ 動しない児童が増え ・集団での遊びの楽し
生 ていることが，子ども る傾向にあるので， さを味わってほしい。
き や保護者の結果に表れ 学年に応じた指導を ・順位を決めるスポー
方 ている。 充実させる。 ツ（持久走大会等）だ
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指 ・新体力テストの結果 けでなくドッジボール
導 から各学年とも５０m やなわとびリレー，２

走が課題であることが 学年合同リレーなどは
分かった。 どうか。

・運動能力の低下が心
配されるので，体力つ
くりに取り組んでほし
い。

健康教育の充 ・体温計や応急セット Ｂ ・かぜ予防に加え， ・自分の身は自分で守
実 の学級備え付け等によ 給食指導，歯磨き指 る教育をしてほしい。

り，保健室利用者数が 導などの時間もしっ
前年度比１２％減少し かりと確保して継続
た。 的に指導していく。
・新型インフルエンザ
の流行もあり，健康の
保持や病気の予防に対
する関心・意欲が高ま
り，３者ともに評価は
高かった。

読書活動の充 ・ 朝 読 書 は 好 き で あ Ｂ ・夏休み親子読書の ・読書タイムはよいこ
実 る。家での読書や図書 取り組みなど，家庭 とである。

館利用は低い傾向にあ での読書をすすめる ・読書離れの現在，粘
る。また，子どもの評 手立てを考え，学年 り 強 く 指 導 し て ほ し
価よりも親の評価がか に応じて指導してい い。
なり低い。 く。 ・学校図書館は本が少

なく読みたい本がない
といっている。

教 校内外環境整 ・ ３ 者 共 に 評 価 が 高 Ａ ・児童からの要望に ・市の財政により，ハ
育 備の推進 く，９０％を超えた。 ついては検討し，回 ード面を整備してほし
環 ただ，高学年児童から 答する。また，トイ い。ソフト面はよい。
境 は ，「 カ ー テ ン を 替 え レについては，老朽 ・工夫されており，地

て ほ し い 」「 新 し い 本 化していることから 域の方々だけでなくい
を増やしてほしい」「コ 改善できない旨説明 ろいろな人に学校を見
ンピュータ室を休み時 すると共に，使い方 に来てほしい。
間 に 使 い た い 」「 遊 具 については今後も継
を増やしてほしい」等 続 し て 指 導 し て い
の具体的な要望が挙げ く。校内清掃につい
られた。また，保護者 ては，無言清掃を継
からは，トイレや校内 続するなど，今後も
の汚れについての記述 工夫して取り組んで
が寄せられた。 いく。

残業時間の縮 ・縮減に努めた割合が Ｃ ・指導案検討など研 ・職員の残業時間が多
職 減 ５０％であった。また， 究 に 関 わ る 部 分 で く 大 変 で あ る と 分 か
場 仕事量が多すぎて結果 は，効率化が図られ る。
環 に繋がらないという記 た。継続していきた ・年間のデータを基に
境 述もあった。閉門時刻 い。仕事量について 検討する必要がある。

を３０分延ばしたこと は，個々で書き出し 残業時間が多い。
で，職員間の意志疎通 て検討・削減するな ・努力しているようで
が図られ，気持ちのゆ ど，具体的な方策が あるがこれからも縮減
とりが生まれたように 必要である。 を望む
見えた。 ・改善しようとする気

運が出ている。行動を
起 こ す 大 切 さ を 感 じ
る。

会議時間の縮 ・会議時間延長を避け Ｃ ・事前に資料を準備 ・今年度，インフルエ
減 るために，学年主任を したり読んだりする ンザ対応等で増加した

入れたミーティングを 習慣を１００％にし と思われる。
行うなど工夫した。会 て，今後も会議時間 ・努力しているようで
議時間延長はなくなっ の縮減を図るととも あるがこれからも縮減
たが，学年主任の会議 に，各部会の前に学 を望む。
数が増えた。 年部で相談して意見

を反映させるように
する。


